
 

「将来の夢はなんですか？」 
校長 堀 内 篤 宏 

 

 みなさん「将来の夢はなんですか？」と聞かれたときに何と答えますか？ 「将来つきたい

職業」を答えますか？ 「将来住みたい場所」を答えますか？ 「将来○○のような世界にな

っていてほしい」とグローバルな答えをする人もいるかもしれません。「将来の夢」は自己実 

現に向けての原動力になるといわれています。中学生のみなさんは、「勉強しなければダメだ」 

とか「体力づくりをしなければダメだ」と思うことがあると思いますが、それを実行したり、

そのための目標を持ちつづけることは難しいと思います。そんな時に「将来の夢」を実現する

ために、どのような「能力」をつけなければならないかと考えると目標がたてやすくなり、目

標に向かって努力しやすくなると言われています。 

 当然ですが「将来の夢」は常に変化します。家族の影響を受けたり、友達の影響を受けたり、 

偶然見かけた事柄であったり様々な影響で変化します。その都度プランニングが変更されます

ね。 

 ちなみに、中学生の将来つきたい職業ランキング（学研教育総合研究所２０２３年１０月調査）では 

 

○男子のトップ５は 

①エンジニア・プログラマー ②会社員 ③プロサッカー選手 ④公務員 ⑤プロ野球選手 

○女子のトップ５は 

①学校の教師・先生 ②看護師 ③公務員・薬剤師 ⑤保育士・幼稚園教諭 

 

となっているそうです。全校集会で「キャリア」について話したことを覚えているでしょうか？ 

 どのような所属（学校や団体）でどのような能力を身につけたかということが自己実現には

大きな影響があります。 

 自己実現の為に必要な基本的な能力は４つあるといわれています。 

①「人間関係形成・社会形成能力」⇒人と関わり協力する能力 

②「自己理解・自己管理能力」⇒自分がしたい事は、やればできると考えて行動する能力 

③「課題対応能力」⇒様々な課題を発見・分析し解決する能力 

④「キャリアプランニング能力」⇒立場や役割を理解し、自分自身で判断して行動する能力 

自分が希望する上級学校へ進学し、部活動やサークル等に所属し、様々な能力を手に入れる

ことが、将来の夢を実現する事につながります。あなたの将来の夢はなんですか？ 
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 毎回ユニークな取組を実践しているレクリエー

ション活動部ですが、今回は生徒の発案で「花い

っぱい運動」にチャレンジしました。「『我が村

は美しく』のあとお母さんと道を歩いてみると、

とてもきれいでした。自分たちの通学路にも花が

あったら、そこを歩く人も楽しくなると思ったん

です。」国道から校舎への一本道が鮮やかに飾ら

れています。マリーゴールドとプランターを寄付

していただいた役場企画総務課の皆さん、教育委

員会の皆さん、学校運営委員の皆さんに心よりお

礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１８日（火）に委員が集い今年度１回目の会議が開催されま

した（別表のとおり今年度の委員を紹介いたします）。 

学校運営協議会を置く学校のことをコミュニティ・スクールとい

います。学校運営に地域の皆さんの声を反映させること、地域の皆

さんの参画を得て学校と地域が一体となって特色ある学校づくり

を進め子どもたちを育てること、この２つが主な目的です。 

第２回は１１月、第３回は２月に開催されます。 
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（敬称略） 

第１回学校運営協議会 

 

１日（月） 全校集会 

    ３年保育実習（つくし保育所） 

２日（火） ３年地域学習（ワイルドミート） 

３日（水） 職員会議 

４日（木） 参観日 

８日（月） 全校道徳（三角先生の講話） 

９日（火）  

    PTA 生活指導部会  

１０日（水）  研修日 

１１日（木） ３年地域学習（土絵具） 

１３日（土） ～15 日  

１５日（月） 海の日 

１６日（火） ALT の先生おわかれ集会

１７日（水） 委員会活動日 

１８日（木） 給食講話 

１９日（金）  

２３日（火） ３年旭川医大ﾌﾛﾝﾃｨｱ講座 

２５日（木） １学期終業式  

レク部の新たな取組 

最近の様子 


